
　東京在住の中頓別出身者で組織するなかとんべつ町故郷会 (会長　川村文孝さ

ん）が 4月 22 日、東京グリーンパレスで懇親会を開催し、町長が出席しました。

　川村会長は、「故郷で過ごされた思い出を振返りながら、旧交を深め楽しい一日

にしてください。」と挨拶。町長は、中頓別町の現況報告とともに故郷の応援団と

して支援と協力を要請しました。
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「
一
流
の
中
頓
別
（
い
な
か
）
づ
く
り
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
第
６
期
総
合
計
画

（
平
成
14
年
度
〜
平
成
23
年
度
）
は
、
10
年
間
の

計
画
期
間
が
満
了
し
、
今
年
度
か
ら
第
７
期
総

合
計
画
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
計
画
策
定
ま
で
の
経
緯

　

昨
年
度
で
終
了
し
た
第
６
期
総

合
計
画
に
替
わ
り
、
第
７
期
総
合

計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
総
合
計
画
に
あ
た
り
、
昨
年

６
月
に
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

　

中
頓
別
町
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
町
民
の

多
く
が
町
に
愛
着
を
感
じ
な
が
ら

も
、
暮
ら
し
や
す
さ
の
面
で
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
浮

か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
新
計
画
の
策
定
を
諮

問
さ
れ
た
「
総
合
開
発
委
員
会
」

（
西
浦
岩
雄
委
員
長
）
で
は
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
分
析
と
と
も
に
、
前

期
総
合
計
画
の
総
括
を
行
い
、
中

頓
別
町
が
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
に
つ

い
て
多
角
的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
「
医
療
」
「
雇
用
」

「
子
ど
も
」
「
環
境
」
「
防
災
」
、
５
つ

の
重
点
課
題
が
導
き
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
総
合
計
画
は
、
こ
れ
ら
の
重
点

課
題
を
解
決
し
、
向
こ
う
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
基

幹
計
画
と
し
て
、
今
年
３
月
の
議
会

に
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

自
治
基
本
条
例
の
前
文
に
謳
わ
れ

て
い
る
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
町
民
の
幸
せ
の
向
上
を

め
ざ
す
も
の
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す

る
手
段
と
し
て
新
総
合
計
画
の
着
実

な
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

計
画
の
概
要

　

こ
の
計
画
は
、
第
１
部
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
事
項
、
第
２
部
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
構
想
、
第
３
部
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
計
画
の
３
部
構
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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計
画
期
間
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で
の
10
年

間
で
、
実
施
計
画
は
５
年
間
で
、
毎
年

５
年
分
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

将
来
人
口
の
目
標
は
１
，
７
２
０
人

（
２
０
２
１
・
平
成
33
年
10
月
人
口
）

で
、
10
年
後
の
中
頓
別
町
の
イ
メ
ー
ジ

は
次
の
５
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
地
球
思
い
、
ま
ち
思
い
、
自
然
豊
か

で
み
ん
な
が
や
さ
し
く
く
ら
す
町

・
え
が
お
、
あ
い
さ
つ
、
さ
さ
え
あ
い
。

み
ん
な
が
「
絆
」
で
つ
な
が
る
町

・
安
全
で
安
心
。
み
ん
な
が
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
町

・
楽
し
い
、
お
い
し
い
、
気
持
ち
い
い
。

人
が
た
く
さ
ん
や
っ
て
く
る
癒
し
の
町

・
元
気
、
夢
、
未
来
。
み
ん
な
で
希
望

が
持
て
る
町

　

こ
の
５
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
実
現
す
る

た
め
の
基
本
理
念
に
掲
げ
ら
れ
た
政
策

目
標
は
、

・
環
境
の
保
全
と
創
造

・
産
業
振
興
・
地
域
経
済
の
活
性
化
と

社
会
資
本
整
備

・
保
健
医
療
福
祉
の
充
実
と
安
心
安
全

な
く
ら
し
の
保
障

・
子
育
て
支
援
、
教
育
の
充
実

・
町
民
主
役
の
町
政
推
進

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
の
推
進
体
制

　

政
策
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
庁

内
の
担
当
課
と
総
合
開
発
委
員
で
構

成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
は
、

今
後
計
画
さ
れ
る
重
要
課
題
を
緊
急

性
、
重
要
性
、
独
自
性
を
勘
案
し
、

最
重
要
課
題
と
な
る
事
業
を
選
択
し

て
早
急
に
実
施
計
画
に
位
置
づ
け
、

数
値
目
標
を
設
置
し
、
第
７
期
総
合

計
画
の
達
成
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
の
皆

さ
ん
で
す
。
10
年
後
に
は
心
か
ら

「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
。
」
と
思
え
る

ま
ち
で
あ
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
７
期
の
概
要
版
に
つ
い
て
、
今

月
中
に
全
戸
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

満足度ランキング

1 病気の早期発見のための各種検診や予防接種の取組み
2 ごみの減量と分別・リサイクル・省エネ対策など地球環境にやさしい取組み
3 こどもやお年寄りなどを交通事故や犯罪等から守る生活安全の取組み
4 健康づくりのための教室・講座などの取組み
5 町外につながる道路や町内での生活に必要な道路交通網の整備
6 水源地、河川など良好な水環境の保全と安全な水を確保する取組み
7 こども達が自然体験活動に参加する取組み
8 鍾乳洞や希少な植物など、文化財の保護と活用
9 高齢者が安心して暮らせる福祉サービス、地域で支えあう仕組み

10 地域が支えあう自治会などによるコミュニティ活動

重要度ランキング

1 国保病院・診療所等の医療施設の確保と医療サービスの提供
2 生活に困らないための冬期間の除雪
3 病気の早期発見のための各種検診や予防接種の取組み
4 高齢者が安心して暮らせる福祉サービス、地域で支えあう仕組み
5 災害が発生したときにどうしたらよいのかがわかる防災計画
6 災害時の避難所や誘導する経路の表示
7 災害時に備えた防災組織、消防団などの体制
8 こどもやお年寄りなどを交通事故や犯罪等から守る生活安全の取組み
9 地元で働きたい人や移住者を呼び込むための新たな雇用創出・就労対策

10 介護を必要とする人への包括的なケアサービスの取組み

課題度ランキング

1 地元で働きたい人や移住者を呼び込むための新たな雇用創出・就労対策
2 災害時の避難所や誘導する経路の表示
3 災害が発生したときにどうしたらよいのかがわかる防災計画
4 商店街の活性化、地元購入の促進、公共事業等による地域経済の振興対策
5 生活に困らないための冬期間の除雪
6 買い物や、通院など、生活に必要な交通手段の確保
7 国保病院、診療所等の医療施設の確保と医療サービスの提供
8 農業の将来を担う後継者・担い手の確保
9 災害時に備えた防災組織、消防団などの体制

10 中頓別らしい魅力を活かした滞在型、体験型の観光（ツーリズム）振興

第７期総合計画町民アンケート結果のランキング

第７期総合計画推進プロジェクト会議

１　環境保全プロジェクト

　　担当課　まちづくり推進課まちづくり推進グループ

　　　　　　産業建設課産業グループ

　　　　　　教育委員会教育グループ

　　　　　　保健福祉課保健福祉グループ

　　総合開発委員会委員　田辺委員、ボーセン仁美委員

　　専門部会委員　　　　姉歯委員、高橋委員

２　経済振興と雇用創出プロジェクト

　　担当課　まちづくり推進課まちづくり推進グループ

　　　　　　産業建設課建設グループ、産業グループ

　　総合開発委員会委員　西浦委員長、峰友委員、村山委員

　　専門部会委員　　　　桜田委員、十倉（仁）委員、渡辺委員

３　安全安心、いつまでも住み続けられるプロジェクト

　　担当課　保健福祉課保健福祉グループ

　　　　　　国保病院

　　　　　　総務課総務グループ

　　　　　　南宗谷消防組合中頓別支署

　　総合開発委員会委員　水澤委員、安積委員

　　専門部会委員　　　　千葉員、藤田委員、朝田委員

４　地域ぐるみ子育てプロジェクト

　　担当課　保健福祉課保健福祉グループ

　　　　　　教育委員会教育グループ

　　　　　　こども館

　　総合開発委員会委員　四條委員、佐藤委員、

　　専門部会委員　　　　槙委員、菅原委員、福島委員
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林
野
火
災
を
な
く
し
、
貴
重
な
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催

し
て
い
る
中
頓
別
地
区
林
野
火
災
予

消
防
対
策
協
議
会
が
、
４
月
16
日
、

役
場
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
宗
谷
森

林
管
理
署
、
南
宗
谷
消
防
組
合
、
枝

幸
警
察
署
等
か
ら
32
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

林
野
火
災
は
、
長
い
年
月
を
か
け

て
育
ん
だ
地
域
の
貴
重
な
森
林
を
一

瞬
で
失
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
消
火

活
動
が
困
難
な
山
間
部
で
発
生
す
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
乾
燥
や
強
風
な

ど
の
気
象
条
件
と
相
ま
っ
て
、
大
規

模
な
被
害
へ
と
発
展
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
林
野
火
災
の
発
生
原
因

は
、
ゴ
ミ
焼
き
や
タ
バ
コ
の
火
の
不

始
末
な
ど
人
為
的
な
も
の
が
多
く
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
森

林
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
森

林
所
有
者
や
山
菜
採
り
な
ど
で
山
を

訪
れ
る
方
々
、
地
域
住
民
の
方
々
の

予
防
意
識
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

北
海
道
の
林
野
火
災
は
、
明
治
に

な
り
開
拓
の
進
展
と
と
も
に
急
激
に

増
加
し
、
明
治
44
年
に
は
年
間
発
生

件
数
が
５
２
３
件
、
被
害
面
積
が
約

28
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
記
録
が
あ

り
ま
す
。　

　

そ
の
後
、
徐
々
に
減
少
し
、
昭
和

50
年
代
初
頭
か
ら
は
、
年
間
１
０
０

件
を
下
回
り
、
平
成
18
年
か
ら
過
去

10
年
の
平
均
で
は
34
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

宗
谷
管
内
に
お
け
る
過
去
10
年
間

の
林
野
火
災
発
生
件
数
は
、
枯
れ
草

焼
き
に
よ
る
も
の
１
件
０
・
２
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
タ
バ
コ
や
マ
ッ
チ
に
よ

る
火
の
不
始
末
３
件
０
・
９
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
ゴ
ミ
焼
き
に
よ
る
も
の
４

件
３
３
・
８
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
不

明
・
そ
の
他
に
よ
る
も
の
が
６
件
１

２
・
４
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

幸
い
、
平
成
23
年
度
は
、
被
害
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

特
に
乾
燥
し
て
い
る
４
月
か
ら
６

月
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
季
節
風
の

の
影
響
を
受
け
、
一
度
火
が
付
く
と

な
か
な
か
消
火
し
に
く
く
、
被
害
額
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も
莫
大
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
主
に
２
つ
に
分

か
れ
ま
す
。

　

１
つ
が
自
然
発
火
で
、
雷
や
火
山

の
噴
火
な
ど
が
原
因
と
な
り
発
生
す

る
場
合
や
、
ま
れ
に
で
す
が
、
枯
れ

葉
同
士
が
風
で
擦
れ
あ
い
、
そ
の
摩

擦
で
発
生
す
る
火
災
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
人
為
的
な
も
の
で
、

た
き
火
や
タ
バ
コ
の
不
始
末
、
放
火

や
焼
畑
農
業
な
ど
の
原
因
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

山
火
事
が
発
生
し
た
場
合
の
消
火

作
業
に
つ
い
て
は
、
人
の
散
水
に
よ

る
消
火
は
、
ご
く
小
規
模
な
火
災
や

火
勢
の
弱
い
場
合
を
除
き
行
わ
れ
ま

せ
ん
。
地
上
か
ら
の
消
火
作
業
は
、

土
砂
を
か
け
る
こ
と
に
よ
る
窒
息
消

火
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

特
に
日
本
の
山
林
火
災
で
は
急
傾

斜
地
が
多
い
た
め
、
航
空
機
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
散
水
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
樹
木
を
帯
状
に
伐
採
し
形
成

す
る
防
火
帯
に
よ
る
自
然
鎮
火
を
待

中頓別地区林野火災予防対策協議会（4月16日）

つ
場
合
も
あ
り
ま
す
。
水
源
が
延
焼

域
に
近
い
場
合
は
消
防
車
に
よ
る
消

火
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
消
火
作
業
に

は
困
難
が
つ
き
ま
と
い
、
一
度
火
が

つ
く
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
中
頓
別
町
で
は
４
月

21
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
を
山
火
事

警
防
強
調
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

林
野
火
災
発
生
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
入

林
し
よ
う
と
す
る
人
に
は
、
入
林
許

可
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
喫
煙

者
は
携
帯
用
灰
皿
を
携
行
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
度
火
が
付
く
と
数
十
年
か
け
て

育
て
て
き
た
木
は
一
瞬
の
う
ち
に
燃

え
て
灰
に
な
り
ま
す
。

　

森
林
は
水
や
空
気
を
つ
く
り
だ
す

町
民
全
体
の
財
産
。

　

入
林
す
る
方
は
火
の
始
末
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

う
ち
の
森
林
に
限
っ
て…

と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

い
つ
来
る
か
も
し
れ
な
い

「
そ
の
時
」
の
た
め
の

　

森
林
国
営
保
険

　

８
つ
の
災
害
に
よ
り
契
約
森

林
が
損
害
を
受
け
た
と
き
に
保

険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

適
用
災
害

　

火
災
、
風
害
、
水
害
、
雪
害
、

干
害
、
凍
害
、
海
害
、
噴
火
災

　

森
林
所
有
者
の
方
が
整
備
し

た
森
林
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
や

団
体
の
森
林
づ
く
り
活
動
で
整

備
し
た
森
林
に
つ
い
て
も
ご
契

約
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
細
、
お
申
込
み
は
、
市
町

村
、
森
林
組
合
、
都
道
府
県
森

林
組
合
連
合
会
の
窓
口
で
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

【
林
野
庁
】
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千
客
万
来
を
願
っ
て

　
　
　

 

　
　

 

　

 

鍾
乳
洞
安
全
祈
願
祭

　

鍾
乳
洞
の
管
理
棟
「
ぬ
く
森
館
」

で
、
５
月
１
日
、
町
長
を
は
じ
め
、

管
理
委
託
先
で
あ
る
振
興
公
社
職
員

や
観
光
協
会
関
係
者
等
が
集
ま
り
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
雪
解
け
が
２
週
間
程
度
遅

く
、
鍾
乳
洞
オ
ー
プ
ン
も
遅
れ
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
４
月
末
の
暖
気

の
影
響
で
、
よ
う
や
く
祈
願
祭
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、

鍾
乳
洞
で
無
事
故
と
千
客
万
来
を
願

っ
て
の
祈
願
祭
で
し
た
。

中
頓
別
い
い
と
こ
探
し
隊

　
　
　
　
　
　
　
　

知
駒
岳
に
春
を
探
し
に

　

中
頓
別
の
豊
か
な
自
然
や
四
季
の

変
化
を
体
験
し
よ
う
と
、
そ
う
や
自

然
学
校
で
は
、
小
学
生
を
対
象
に
い

い
と
こ
探
し
隊
を
募
集
。
４
月
21
日
、

知
駒
岳
春
探
し
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た

が
、
頂
上
は
ま
だ
風
が
冷
た
く
、
凍

え
る
ほ
ど
。
そ
れ
で
も
、
厳
し
い
自

然
環
境
の
中
で
も
た
く
ま
し
く
自
生

す
る
動
植
物
な
ど
観
察
し
、
こ
ど
も

達
感
心
し
き
り
。
粘
り
強
く
い
き
る

力
を
育
む
こ
と
を
学
ん
だ
早
春
の
小

旅
行
で
し
た
。

中
小
・
中
中
グ
ラ
ン
ド
の
雪
割

　
　
　
　
　

子
ど
も
達
の
た
め
に
社
会
貢
献

　

未
だ
深
い
雪
に
覆
わ
れ
た
中
小
と

中
中
の
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
一
日
で

も
早
く
子
ど
も
達
に
利
用
し
て
も
ら

お
う
と
、
４
月
18
日
か
ら
３
日
間
に

か
け
て
細
谷
建
設
さ
ん
は
、
中
学
校

の
グ
ラ
ン
ド
、
細
建
さ
ん
は
、
小
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
の
雪
割
を
行
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
雪
割
で
一
気
に
雪

解
け
が
進
み
、
土
の
グ
ラ
ン
ド
が
顔

を
出
し
ま
し
た
。
半
年
ぶ
り
の
土
の

グ
ラ
ン
ド
と
の
対
面
を
待
ち
わ
び
て

い
た
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

　

細
谷
建
設
さ
ん
と
細
建
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
二
の
人
生
を
楽
し
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿
大
学
入
学
式

　

寿
大
学
で
は
、
今
年
７
名
の
新
入

生
を
迎
え
て
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

寿
大
学
の
大
学
生
は
28
名
、
大
学
院

生
は
41
名
、
研
修
院
生
は
81
名
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
修
学
旅
行
は
、
知
床
方
面

に
行
く
そ
う
で
学
生
達
は
楽
し
み
に

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
サ
ー
ク
ル

活
動
で
は
、
大
正
琴
や
パ
ソ
コ
ン
、

囲
碁
将
棋
が
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
行
事

な
ど
が
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

充
実
し
た
一
年
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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『
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
の
風
景
』　

　

４
月
か
ら
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

９
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
・
中
学
校
・
乳
幼
児
健
診

に
お
邪
魔
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

『
こ
の
本
大
好
き
』

　
　

高
山　

聖
加
（
た
か
や
ま　

せ

い
か
）
ち
ゃ
ん
（
５
歳
）　

 

「
ペ
ネ
ロ
ペ
」
著
：
ア
ン
・
グ
ッ
ド

マ
ン　
　

岩
崎
書
店

・
テ
レ
ビ
で
も
見
て
い
た
ペ
ネ
ロ
ペ

の
仕
掛
け
絵
本
で
楽
し
く
遊
ん
で
い

ま
す
。　
　
　
　
　

（
お
母
さ
ん
談
）

『「
こ
の
ゆ
び
と
〜
ま
れ
♪
」
の
活
動
』

 
 
 

４
月
３
日
に
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
の
後
、
み
ん
な
で
壁

飾
り
を
作
り
、
図
書
室
内
に
貼
り
ま

し
た
。

　

読
ん
だ
本
の
感
想
を
書
い
て
、
砂

■
今
月
の
新
着
図
書
（
４
月
28
日
現
在
）

一
般
向
け
図
書　

 

『
古
手
屋
喜
十　

為
事
覚
え
』　

宇
江
佐　

真
理

 

『
ヒ
ア
・
カ
ム
ズ
・
ザ
・
サ
ン
』　
　

有
川　

浩

 

『
限
界
集
落
株
式
会
社
』　

 
 
 
 
 
 

最
上　

典
世

 

『
秘
帖
・
源
氏
物
語　

翁
』　
　

 
 
 
 

夢
枕　

獏

 

『
残
念
な
人
の
仕
事
の
習
慣
』　
　

山
崎　

将
志

 

『
ツ
レ
と
貂
々
、
う
つ
の
先
生
に
会
い
に
行
く
』

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

細
川　

貂
々

 

『
思
い
違
い
の
法
則
』　
　

レ
イ
・
ハ
ー
バ
ー
ド

児
童
向
け
図
書

 

『
ダ
ン
プ
の
ち
び
ト
ラ
』　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
ー
ジ
ャ
リ
ー
・
カ
イ
ラ
ー

 

『
て
じ
な
』　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
屋　

富
士
夫

 

『
み
ん
な
で
！
い
え
を
た
て
る 

』　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
下 

文
子

 

『
泣
け
ち
ゃ
う
怪
談
』　

 
 
 
 
 
 

百
瀬　

し
の
ぶ

 

『
や
さ
し
い
犬
の
お
は
な
し
』　

 
 
 

 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

あ
づ
ま
や　

ゆ
み
こ

 

『
さ
よ
な
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』　

西
本　

鶏
介 

 

 

『
獣
の
奏
者 

刹
那 

外
伝
』　

 
 

上
橋　

菜
穂
子 

　　

※

そ
の
他
、
多
数
の
新
着
図
書
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ど
う
ぞ
、
ご
来
室
下
さ
い
。

■
注
目
の
新
着
本

(

一
般
書
）

 

『
舟
を
編
む
』　

　

著
：
三
浦　

し
を
ん　
　

光
文
社

　

玄
武
書
房
に
勤
め
る
馬
締
光
也
。

　

営
業
部
で
は
変
人
と
し
て
持
て
余

さ
れ
て
い
た
が
、
人
と
は
違
う
視
点

で
言
葉
を
捉
え
る
馬
締
は
、
新
し
い

辞
書
『
大
渡
海
』
を
編
む
仲
間
と
し

て
辞
書
編
集
部
に
迎
え
ら
れ
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

個
性
的
な
面
々
の
中
で
、
馬
締
は

辞
書
の
世
界
に
没
頭
す
る
。

　

言
葉
と
い
う
絆
を
得
て
、
彼
ら
の

人
生
が
優
し
く
編
み
上
げ
ら
れ
て
い

く―

。

　

し
か
し
、
問
題
が
山
積
み
の
辞
書

編
集
部
。
果
た
し
て
『
大
渡
海
』
は

完
成
す
る
の
か―

。

(

児
童
書
）

  

『
は
る
・
な
つ
・
あ
き
・
ふ
ゆ 

い
ろ

い
ろ
の
い
え
』　

著
：
ロ
ジ
ャ
ー
・
デ
ュ

ボ
ア
ザ
ン　
　

BL
出
版

　

あ
る
４
人
家
族
が
古
い
家
を
買
い

ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
ペ
ン
キ
を
塗
り
な
お
す

こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、
何
色
に
し

た
ら
い
い
の
か
な
か
な
か
決
ま
り
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
お
父
さ
ん
は
あ
る
こ
と

を
考
え
ま
す
。

　

さ
あ
、
ど
ん
な
色
の
家
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

金
を
積
み
上
げ
よ
う
！

　

こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
♪
で
は
、
み

な
さ
ん
の
読
書
感
想
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
で
用
紙
を
も
ら
い
、

感
想
（
３
行
程
度
）
を
書
い
て
下
さ

い
。
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介
護
保
険
制
度

　

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
介
護
問
題

の
解
決
を
図
る
た
め
要
介
護
者
を
社

会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
介

護
保
険
制
度
が
定
着
し
て
き
ま
し
た

が
、
一
方
で
介
護
費
用
の
増
大
を
抑

え
る
た
め
に
も
高
齢
者
の
生
活
機
能

低
下
を
未
然
に
防
止
し
て
維
持
向
上

さ
せ
る
た
め
の
介
護
予
防
を
推
進
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

民
生
委
員
さ
ん
の
協
力

　

そ
こ
で
中
頓
別
町
で
は
65
歳
以
上

の
全
高
齢
者
へ
自
分
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
介
護
予
防
に
役
立
て

て
頂
く
た
め
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
７

月
に
介
護
保
険
料
の
納
付
書
と
一
緒

に
中
頓
別
町
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

６
４
６
人
中
、
調
査
対
象
者
と
な
っ

た
方
４
９
３
人
（
74
・
３
％
）
へ
送

付
し
、
（
施
設
入
居
者
、
要
介
護
、

要
支
援
者
を
除
く
）
各
地
域
の
民
生

委
員
さ
ん
に
個
別
訪
問
し
て
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
回
収
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
回
収
結
果
を
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
表
が
そ
の

結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
回
収

率
は
89
・
７
％
と
高
く
、
民
生
委
員

さ
ん
の
協
力
の
賜
で
し
た
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
ま
と
め

　

中
頓
別
町
の
高
齢
者
は
二
次
予
防

高
齢
者
（
虚
弱
高
齢
者
）
と
し
て
該

当
し
た
方
が
少
な
く
３
０
９
人

（
62
・
６
％
）
の
方
は
自
分
の
健
康

状
態
を
、
「
良
い
」
ま
た
は
「
普
通
」

と
判
断
し
て
お
り
、
多
く
の
方
が
健

康
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
男
性
が
年

齢
が
高
く
な
る
に
連
れ
二
次
予
防
高

齢
者
と
し
て
該
当
す
る
率
が
高
く
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
女
性
は
各

年
齢
層
ご
と
に
平
均
し
て
同
程
度
の

該
当
者
が
い
ま
し
た
。
運
動
器
の
機

能
低
下
で
該
当
し
た
方
は
、
女
性
が

男
性
の
２
倍
に
な
っ
て
お
り
、
腰
痛

症
、
膝
関
節
症
の
疾
患
の
増
加
と
と

も
に
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
低
栄

養
で
は
85
歳
以
上
の
男
性
が
２
名
と

65
歳
代
の
女
性
が
２
名
該
当
し
、
最

も
低
い
該
当
率
と
な
っ
て
お
り
、
高

齢
者
の
低
栄
養
が
少
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

口
腔
機
能
低
下
者
は
70
名
お
り
、

60
歳
代
で
は
男
性
に
多
く
、
85
歳
以

上
で
は
女
性
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
は
若
い
年
齢
か
ら
口
腔
機
能

に
何
ら
か
の
問
題
を
発
生
し
、
女
性

は
75
歳
を
ピ
ー
ク
に
問
題
が
発
生
し

て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

中
頓
別
町
地
域
包
括
で
は
運
動
・

口
腔
・
栄
養
に
関
す
る
介
護
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
元
気
な
今
の
う
ち
か
ら

介
護
予
防
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に

参
加
し
て
健
康
長
寿
を
実
現
さ
せ
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
問

い
合
わ
せ
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

（
電
話
６-

２
０
０
３
）

　
　

我
が
町
の
高
齢
者
の
元
気
度

　
　

我
が
町
の
高
齢
者
の
元
気
度

　
　

我
が
町
の
高
齢
者
の
元
気
度

基本チェックリストまとめ
発送数 回収数 回収率

合計 493 442 89.70%

人数 一般高齢者運動 低栄養 口腔
65～69歳 121 90 16 2 17
70～74歳 114 89 14 0 13
75～79歳 100 69 21 1 19
80～84歳 68 42 42 1 10
85歳以上 39 19 19 2 11
合計 442 309 87 6 70
*運動機能低下、低栄養、口腔機能低下でチェックされなかった方を一般高齢者としました
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今
回
は
、
う
の
花
を
使
っ
た

コ
ロ
ッ
ケ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ッ
ケ
に
使
う
う
の
花
は
、

家
庭
で
作
っ
た
作
り
置
き
の
も

の
で
も
、
市
販
さ
れ
て
い
る
お

惣
菜
の
も
の
で
も
い
い
よ
う
で

す
。

　

豆
腐
を
作
る
過
程
で
で
き
る

豆
乳
の
し
ぼ
り
か
す
、
う
の
花

は
食
物
繊
維
を
多
く
含
み
、
し

か
も
低
カ
ロ
リ
ー
な
食
品
で
す
。

コ
ロ
ッ
ケ
に
す
る
こ
と
で
お
子

様
に
も
喜
ん
で
食
べ
て
い
た
だ

け
る
一
品
で
す
。

　

さ
っ
そ
く
、
食
卓
の
メ
ニ
ュ
ー

に
加
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

 

栄
養
士　
　

市
本
美
由
紀

　

今
月
の
お
す
す
め
料
理
コ
ー
ナ
ー

に
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
宅
で
簡

単
に
作
れ
る
一
品
を
皆
さ
ん
に
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
保

健
福
祉
課
（
６

-

１
９
９
５
）
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

①　じゃがいもは皮をむいて、ラップをして 900ｗのレンジで 3分加熱します。加熱

　したじゃがいもはつぶして、塩コショーをします。

②　うの花も冷めている場合、レンジで温めておきます。

③　うの花とつぶしたじゃがいもを混ぜ合わせ、食べやすい大きさにまとめます。

④　③に小麦粉、卵、パン粉を順につけて揚げます。

□うの花（調理済みのもの）・ 300ｇ 

□じゃがいも（中）・・・・・ 3 ～ 4 個

□パン粉・・・・・・・・・　適量

□小麦粉・・・・・・・・・　適量

□卵・・・・・・ ・・・・・　１個

□揚げ油・・・・ ・・・・・　適量

□塩コショー・・ ・・・・・　適量

材　　料

うの花（おから）のコロッケの作り方

臨
時
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さ
お
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ん
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時
保
健
師　

山
口
さ
お
り
さ
ん
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介

ご
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介

　

臨
時
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師
の
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口
で
す
。
平
成

23
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度
よ
り
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ハ
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リ
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室
や
赤
ち

ゃ
ん
健
診
、
特
定
健
診
な
ど
に
関
わ

ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
教
室
や
特

定
健
診
の
他
に
、
認
定
調
査
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
健
康
相
談
な
ど
に
も
か
か

わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
機
会
が

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

休
み
の
日
な
ど
は
簡
単
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
に
参
加
し
た
り
、
毎
週
水
曜
日

に
カ
ン
フ
ー
教
室
に
参
加
し
て
で
き

る
だ
け
、
か
ら
だ
を
動
か
す
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。
町
で
み
か
け
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
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字中頓別　　丸山　フミさん

（８９歳　　　４月２日）

おくやみ

人のうごき
　 （平成24年４月30日現在）
　　世　帯
　　人　口
　　　男
　　　女
　 　　　　(　) 内は前月対比

   943(   7)
 1,944(   1)
   956(   3)
   988(  -2)

　4月 16日に中頓別町林野火災協議会の取材で改めて感じたことは、火災原因は人為的なものが多いということです。
自分も山菜採りなどで、入林したときに道路際にタバコの吸殻が捨ててあったのを見たことを思い出しました。
　これから山菜の美味しい季節。多くの人が山菜採りに山に入られると思います。山菜を食べられるのも山があって
こそです。本当に山火事には注意したいものです。　　(tady)

労災精神障害専門調査員を活用した相談業務について

　労災請求にかかわって各労働基準監督署で行っている精神疾患等の相談

のほかに、セクシャルハラスメントなど職場のストレスによる精神障害に

関する相談について専門調査員(臨床心理士)による相談窓口が開設されま

すのでご利用ください。

　相談日は、4月27日から原則毎週月曜日と金曜日(閉庁日を除く）の 9 時

から 12 時までの間となっております。

　なお、相談日が変わる場合がありますので、ご利用される場合には、事

前にお問合せください。

＜相談窓口・お問合せ先＞

　〒060-8566　　札幌市北区北 8条西 2丁目 1番 1

　札幌第一合同庁舎　9階

　北海道労働局　労働基準部　労災補償課　認定班　

　代表　（電話　011-709-2311　内線 3592）

字中頓別　　内田　幸子さん

（８８歳　　　４月２日）

固定資産税・軽自動車税は

　 納期内に納めましょう

　町税は町民の皆さんが安心し

て暮らせる住みよい町づくりに

欠かせない大切な財源です。

　皆さんが納めた税金は福祉、

産業、建設、教育など様々な分

野に有効活用されていますので

5月31日までに固定資産税 (1 期

分 ) 及び軽自動車税の納入をお

願いいたします。　

戸籍だより
４月１日～４月３０日受付分


